進級シミュレーターQ＆A
Q1　学級編成をペーパーレスで行う効用は何ですか。
A1　短冊での編成は並べる・探す・計算する・交換する・確認するなど担任でなくてもできる単純作業が８割程度を占めます。やり方が決まった作業なので関数やマクロでデジタル処理できることばかりです。デジタルで編成したデータは次年度の名簿にそのまま利用できます。それをあえて紙に書き込み、切断し、無数の単純作業の中で編成し、終わったら台紙に張付け、結果をデジタルに起こすという不毛な作業で疲れから見落としが発生します。ペーパーレスにするだけでこの８割の危険な作業をPCで安全に実行できます。
残りの２割は「楽しく学習するために誰と誰を交換すればよいか」という重要な判断なのですが、2016年に合理的な解決方法を見つけ「NGの可視化」としてマクロで実現し、最小限の手数で交換できるようになりました。NGの人数も1人が１０人以上指名していても問題なく対応します。NGが解消したかも１クリックで判定します。ピアノがうまい子を均等に分けようと思えば並べ替えによりその子たちだけを一瞬で集合させて新組順に並べ替えるので交換の方針がすぐ立ちます。つまり担任しかできなかった２割の重要な仕事も労力を半減以下にできたので短冊作業とくらべると１割の作業量になります。
今の先生がみなExcelを使えるようになっているのは心強いです。Excelの簡単な関数が分かり、不明なことをネットで調べられる先生が学校に複数いれば十分運用できます。分かりやすく改良したので20分程度の職員研修で「手引き」どおりの作業を職員に見せればどの先生でもとても楽になることを実感してもらえると思います。

Q2　１画面に１学級分くらいしか見えないので、学年全体が見渡せないのではないか。
A２　短冊で編成している人が学年全体を見ていると思うのは錯覚です。視野の範囲を視線が行ったり来たりしているにすぎません。旧バージョンでこう指摘されるたびこのように反論してきましたが、バージョン8.7からは常に学年全員を映しながら作業できるようになりました。

Q3　児童の情報量が限定されているので不十分ではないか。
A３　本ソフトで入力する10項目は2016年に作者が勤務していた公立小学校で使っていたものを踏襲した上に最近重視されてきた要素を加えています。勿論学校により変更は自由です。当時はこの程度のシンプルな内容の学校が多かったと思います。ところが学校にPCが普及し、Excelで簡単に作れてカラーで印刷できるから、あれもこれも入れよう・・・と詳細になってきたのでしょう。ただそうなれば１学級がA4・１枚程度ですみません。自分の首を自分で絞めているとしか思えません。

Q4　組分けを自動で行えないのですか。
A4　乱数等使って自動で行う場合、NGが解消されていない等のクレームがあった時どうするかという問題があります。実際に下の3つの条件をクリアしていない時は解消不可能です。しかしこれを参考に学年会でNGを制限してもらえば本ソフトの方法で問題なく責任ある処理がきます。
1.NGが他のNGと重複
2.多対１の多の数＜1学級の人数　または　多対１の１の数＜学級数
3.１対１のNGだけなら全員NG持ちでもok。

Q5　「リボン有」「リボン無」のボタンは何ですか。
A5　Excelのメニューを表示したり非表示にしたりするボタンです。非表示にすると、その分児童が多く表示できますが、操作で困ることもあります。必要に応じて使ってください。
Q6　NGが多くてラインを引くのが大変です。
A6　NGラインは同一学級内のみで引きます。異なる学級に赤い児童がまたがっていても、学級が異なれば既にNG解消しているので引く必要がありません。３名以上をNG指定しているとNG児童欄が見づらくなりますが、そのセルをクリックすると、数式バーに大きく映るので確認できます。なお、NG児童の間はスペースでもコンマでもいいので個人が認識できるように分けて入力（コピペ）してください。

Ｑ7　「〇人学級」「〇％ズーム」のボタンは何ですか。
A7　学級の人数が少なければその分ズームアップして見やすくする。多ければズームアウトします。ボタンが横に２つずつ並んでいるのは、適度な組み合わせです。

Q8　シミュレーターでNG児童のABCを交換したのに仮編成が変わりません。
A8　動画でも説明しているように、全ての変更や交換は仮編成シートで行います。シミュレーターは試行してバランスを見るためのシートです。仮編成シートには反映されません。

Ｑ9　「読めないセルを選択して押す」ボタンは何ですか。
Ａ9　シミュレーターシートで１つのセルに情報を書き込みすぎて見にくくなってしまうと、印刷で見づらくなるので、このボタンを押す毎にセルも文字も大きく見やすくなります。しかし何人もやりすぎると１ページに収まらなくなり、印刷に支障をきたします。「行と文字を戻す」ボタンは、これを全部最初に戻してやりなおすボタンです。印刷しないで画面だけで校長先生に見てもらうということも勿論可能です。

Ｑ10　「年度更新データ作成」はどんな時に必要ですか。
Ａ10　GIGAスクール構想により、児童のための情報が次々デジタル化されています。児童の個人情報にタブレットNoとメールアドレスが追加されました。タブレットNoはアドレスより短くて６年間変わらない校内固有の番号です。これを「進級シミュレーター」と「学校在籍名簿」に付与して２ファイルを紐づければボタン１押しで数秒で年組番号を付替え、学年の名簿を更新できます。忙しい年度初めにこれを「名簿を読む人」「新組を入力する人」などとペアを組んで１時間ほど行っていませんか。その作業が不要になります。詳細は同ボタンがある右端のシートをご覧ください。

Ｑ11　「次年度編成データ作成」は何が良いのか。
A11  教科以外の個人情報は１年後もあまり変わらないので次年度用に加工して使えば、NGなどの引継ぎ事項が確実に伝わります。煩雑な一連の加工をボタン１つで行うようプログラムしたのでもう転記の必要がありません。これを年度当初にしておくと、担任が指導する上で参考になるし、児童の変化に気付いた時に少しずつ修正すれば仕事が速くでき、本ソフトに習熟し、学級編成も楽になります。つまり本ソフト使用２年目以降はさらに負担が軽減されるということです。

Q12　うまく動かないのはバグではないか。
A12　作者も現場の教師であり、多忙な中開発しているので不備なことも多いと思いますが、見つけたバグはその都度修正しています。この文書もユーザーの助けになればと思って付けました。使った感想を知らせてくださったりVectorで評価してくださったりすれば励みになります。
